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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

2021年２月12日に提出いたしました第32期第１四半期（自　2020年10月１日　至　2020年12月31日）四半期報告書

の記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告書を提出するものでありま

す。

　

２ 【訂正事項】

　　第一部　企業情報

　　　第２　事業の状況

　　　　１　事業等のリスク

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

 
第一部【企業情報】

第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

 
（継続企業の前提に関する重要事象等について）

　当社グループは、前連結会計年度末において２期連続でマイナスの営業活動によるキャッシュ・フローを計上し

ております。また、業種の特殊性から第１四半期は営業損失が生じる傾向があり、当第１四半期連結累計期間にお

いても営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属する四半期純損失を計上しております。このため、前連結会計年

度から引き続き継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。このような状

況に対し、当社グループは、当座貸越契約に基づく資金の借入を行うことにより、必要な運転資金を確保しており

ます。これにより、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断しております。
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